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１．研究計画の概要 

広島県尾道市に所在する真言宗醍醐派西
國寺は、すでに平安時代中期に存在の知られ
る古刹であるが、治暦２年（１０６６）、永
和年間（１３７５～９）の２度の大きな火災
により損害を受けたため、主としてそれ以降
に集積された貴重な資料が数多く伝来して
いる。その内容は、仏像・仏画、典籍、聖教
類、古文書、世俗画、工芸品など多岐にわた
り、さらに境内には数々の堂塔や石造物など
もある。資料点数は約２万点で、そのほとん
どが初見資料である。 
 本研究は、所蔵文化財全般の内容を明らか
にすることは当然のこととして、密教学はも
ちろん国語学・国文学、日本史学等の諸学に
おいて注目される聖教や典籍類の内容を明
らかにし、西國寺における修学・付法活動の
みならず、広島県はもとより瀬戸内地域の歴
史・文化の解明にも繋げていくものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 ２０１０年３月までに、聖教：８，５７０
点、典籍５，１３２点、近世・近代資料１８
１点、仏像５３点、仏教絵画２１９点、合計
１４，１５５点を調査により確認し、そのう
ち５，６６０点を電子データ化、４，４２０
点のデータを調査研究報告書として出版し
公表している。なお、電子データ化及びデー
タを調査研究報告書としてまとめる際には、
再度原資料とデータの照合を繰り返して慎
重を期している。それに要する時間も相当必

要になってくる。また、未調査の聖教・典籍
等は約５，５００点あり、あと数年かけて調
査を積み重ねていかなければならない。 
（１）本研究期間以前の科研費事業としての

実績内容 
 ①２００１～２００３年度 
  ・調査資料総点数７，９９７点 
  ・資料の電子データ化５４０点 
  ・調査研究報告書掲載５６７点 
 ②２００４～２００６年度 
  ・調査資料総点数３，０７０点 
  ・資料の電子データ化４，７４４点 
  ・資料整理（※）５，４５４点 
  ・調査研究報告書掲載１，６５３点 
    ※資料整理とは、原資料に資料番号

を記したラベルを貼付し、資料管
理の円滑化を図るものである。 

（２）本研究期間における実績内容 
  ・調査資料総点数３，０８８点 
  ・資料の電子データ化４３４点 
  ・資料整理３，６７１点 
  ・調査研究報告書掲載２，２０７点 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 年間の現地調査日数（人員）により年度毎
に違いはあるが、年間約１，０００点の資料
を調査し、資料の電子データ化、資料整理、
調査研究報告書の刊行（現在までに７冊）も、
調査研究を開始する１０年前に立てた計画
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通り概ね進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 

現時点で未調査の聖教・典籍等約５，５０
０点の調書作成、約１万点の資料の電子デー
タ化を進めながら、調査研究報告書を刊行し
資料の目録化、さらに資料分析を行う。ただ
し、調査対象となっている資料のほとんどが
初見資料であるため、資料の全貌を明らかに
した上で資料分析がなされなければ、不十分
な成果報告となることは明白である。従って、
資料の電子データ化及び目録化を優先させ
ることが先決事項である。その完了までには、
データ量からしてあと１０年弱必要である
と考えている。 

調査からデータ整理を経て研究成果報告
までの手順が確立し、十分な成果を上げてお
り、今後、残された未調査資料及び未整理資
料の調査研究を鋭意継続させる必要がある。
言うまでもなく、ここまで続けてきた本調査
研究を頓挫させるわけにはいかない。 
 
５. 代表的な研究成果 
〔図書〕（計３件） 
（１）本研究期間以前の科研費事業としての

もの 
①徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第１号、２００４、１３５頁 
②徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第２号、２００６、９６頁 
③徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第３号、２００７、９２頁 
④徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第４号、２００７、２２３頁 
（２）本研究期間におけるもの 
①徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第５号、２００８、１６９頁 
②徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第６号、２００９、１６６頁 
③徳島文理大学、『西國寺調査研究報告書』

第７号、２０１０、２０２頁 


